
号 外                            ２０１３（平成２５）年１月２１日 発行 
 

小金井市議会議員／情報公開こがねい 共同代表  

渡辺大三ＮＥＷＳ 
編集発行 情報公開こがねい ○事務所 〒１８４－０００３ 緑町３－１０－３１ 

○電 話 ０９０（３３４５）６９２９ ○ＦＡＸ ０４２（３８１）５０７４ 

○Email jyouhou.koukai.koganei@gmail.com ○Twitter watanabedaizou  
 

小金井市のごみ問題の歴史的経過 年表 
 
小金井市政最大の課題は「ごみ危機」脱却です。小

金井市が何故「ごみ危機」になり、また、何故いまだ

に脱却できないのか、歴史的経過をまとめてみました。 

お時間がない場合は、太字や下線の所をお読みくだ

さい。ご参考になれば幸いです。 

 

● 昭和３２年 小金井町（現：小金井市）、調布市、

府中市が、二枚橋衛生組合を結成。 

● 昭和３３年 二枚橋衛生組合が二枚橋焼却場でご

みの焼却を開始。 

● 昭和４２年 二枚橋衛生組合が、１号炉と２号炉

を建設。 

● 昭和４７年 二枚橋衛生組合が、３号炉・４号炉

を建設。 

● 昭和６０年昭和６０年昭和６０年昭和６０年    小金井市議会が、３市のごみの増大小金井市議会が、３市のごみの増大小金井市議会が、３市のごみの増大小金井市議会が、３市のごみの増大

分を、二枚橋焼却場とは別の「第二工場」で処理分を、二枚橋焼却場とは別の「第二工場」で処理分を、二枚橋焼却場とは別の「第二工場」で処理分を、二枚橋焼却場とは別の「第二工場」で処理

することを求めるすることを求めるすることを求めるすることを求める決議を全会一致で決議を全会一致で決議を全会一致で決議を全会一致で可決。可決。可決。可決。→この→この→この→この

決議が原因で、府中市並びに調布市との関係が悪決議が原因で、府中市並びに調布市との関係が悪決議が原因で、府中市並びに調布市との関係が悪決議が原因で、府中市並びに調布市との関係が悪

化したとも言われる。化したとも言われる。化したとも言われる。化したとも言われる。    

● 平成元年平成元年平成元年平成元年    東京都が、二枚橋焼却場を都立野川公東京都が、二枚橋焼却場を都立野川公東京都が、二枚橋焼却場を都立野川公東京都が、二枚橋焼却場を都立野川公

園内に移転する案を示す（近隣の同意が得られな園内に移転する案を示す（近隣の同意が得られな園内に移転する案を示す（近隣の同意が得られな園内に移転する案を示す（近隣の同意が得られな

かったため実現せず）。かったため実現せず）。かったため実現せず）。かったため実現せず）。    

● 平成４年 二枚橋焼却場の老朽化が著しいため、

４年間をかけて、延命のための工事。 

● 平成９年頃平成９年頃平成９年頃平成９年頃    多摩川衛生組合（稲城市など）多摩川衛生組合（稲城市など）多摩川衛生組合（稲城市など）多摩川衛生組合（稲城市など）に小に小に小に小

金井市が加入できるチャンスがあったが、自民党金井市が加入できるチャンスがあったが、自民党金井市が加入できるチャンスがあったが、自民党金井市が加入できるチャンスがあったが、自民党

系の大久保市長は、市民や議会に知らせず、その系の大久保市長は、市民や議会に知らせず、その系の大久保市長は、市民や議会に知らせず、その系の大久保市長は、市民や議会に知らせず、その

話を見送る。話を見送る。話を見送る。話を見送る。→そのチャンスがあったことは、稲→そのチャンスがあったことは、稲→そのチャンスがあったことは、稲→そのチャンスがあったことは、稲

葉市長も公式に認めています。葉市長も公式に認めています。葉市長も公式に認めています。葉市長も公式に認めています。    

● 平成１１年 稲葉孝彦氏が自民党・公明党の支援

を受けて市長に初当選。 

● 平成１５年 稲葉市長が、ごみ問題ではなく、再

開発事業の推進を訴えて、再選。 

● 平成１６年平成１６年平成１６年平成１６年５月５月５月５月    稲葉市長が、国分寺市長に対し稲葉市長が、国分寺市長に対し稲葉市長が、国分寺市長に対し稲葉市長が、国分寺市長に対し

て、「小金井市の責任で用地を確保するので将来はて、「小金井市の責任で用地を確保するので将来はて、「小金井市の責任で用地を確保するので将来はて、「小金井市の責任で用地を確保するので将来は

共同処理を」「新施設ができるまでの間は国分寺市共同処理を」「新施設ができるまでの間は国分寺市共同処理を」「新施設ができるまでの間は国分寺市共同処理を」「新施設ができるまでの間は国分寺市

で小金井市のごみの処理を」と申し入れる。これで小金井市のごみの処理を」と申し入れる。これで小金井市のごみの処理を」と申し入れる。これで小金井市のごみの処理を」と申し入れる。これ

は東京都が仲介して行わは東京都が仲介して行わは東京都が仲介して行わは東京都が仲介して行われたもの。れたもの。れたもの。れたもの。    

● 平成１６年平成１６年平成１６年平成１６年６月６月６月６月    稲葉市長が、武蔵小金井駅南口稲葉市長が、武蔵小金井駅南口稲葉市長が、武蔵小金井駅南口稲葉市長が、武蔵小金井駅南口

再開発事業を推進するためとして市長を辞職し、再開発事業を推進するためとして市長を辞職し、再開発事業を推進するためとして市長を辞職し、再開発事業を推進するためとして市長を辞職し、    

    

    

再選挙に臨む。小金井市が市長不在の間に、府中市再選挙に臨む。小金井市が市長不在の間に、府中市再選挙に臨む。小金井市が市長不在の間に、府中市再選挙に臨む。小金井市が市長不在の間に、府中市

や調布市は相次いで二枚橋からの離脱を表明。や調布市は相次いで二枚橋からの離脱を表明。や調布市は相次いで二枚橋からの離脱を表明。や調布市は相次いで二枚橋からの離脱を表明。→→→→

「ごみ」より「再開発」を優先して辞職した姿勢が「ごみ」より「再開発」を優先して辞職した姿勢が「ごみ」より「再開発」を優先して辞職した姿勢が「ごみ」より「再開発」を優先して辞職した姿勢が

強く批判されました。強く批判されました。強く批判されました。強く批判されました。    

● 平成１６年７月 稲葉氏が市長選に当選して職に

復する。 

● 平成１８年 稲葉市長が「ごみ非常事態宣言」を

発令。 

● 平成１８年１２月 稲葉市長が、府中市長並びに

調布市長に対して、二枚橋焼却場跡地を新焼却施

設の一つとする旨を報告。両市長は、他の用地を

取得するための代替地としてなら提供する可能性

を示唆。 

● 平成１９年１月 稲葉市長が、突然、新焼却施設

建設候補地として「二枚橋焼却場用地」と「蛇の

目ミシン工場跡地」を挙げる（「寝耳に水」の周辺

住民は強く反発）。 

● 平成１９年２月～３月平成１９年２月～３月平成１９年２月～３月平成１９年２月～３月    小金井市が４月以降の可小金井市が４月以降の可小金井市が４月以降の可小金井市が４月以降の可

燃ごみの処理先を確定できていないことが大問題燃ごみの処理先を確定できていないことが大問題燃ごみの処理先を確定できていないことが大問題燃ごみの処理先を確定できていないことが大問題

になり、新聞やテレビでの報道が相次ぐになり、新聞やテレビでの報道が相次ぐになり、新聞やテレビでの報道が相次ぐになり、新聞やテレビでの報道が相次ぐ（稲葉市（稲葉市（稲葉市（稲葉市

長は、国分寺市が小金井市の可燃ごみの全量を引長は、国分寺市が小金井市の可燃ごみの全量を引長は、国分寺市が小金井市の可燃ごみの全量を引長は、国分寺市が小金井市の可燃ごみの全量を引

き受けてくれると思い込んでいたが、実際には３き受けてくれると思い込んでいたが、実際には３き受けてくれると思い込んでいたが、実際には３き受けてくれると思い込んでいたが、実際には３

分の１だった分の１だった分の１だった分の１だった。稲葉市長はそのことを伏せていた。稲葉市長はそのことを伏せていた。稲葉市長はそのことを伏せていた。稲葉市長はそのことを伏せていた

が、議員の指摘で発覚する。が、議員の指摘で発覚する。が、議員の指摘で発覚する。が、議員の指摘で発覚する。）。）。）。）。    

● 平成１９年３月 調布市議会は、小金井市が二枚

橋焼却場用地に新焼却施設を建設することに対し

て否定的な決議を全会一致で可決する。 

● 平成１９年３月平成１９年３月平成１９年３月平成１９年３月    二枚橋衛生組合（管理者＝稲葉二枚橋衛生組合（管理者＝稲葉二枚橋衛生組合（管理者＝稲葉二枚橋衛生組合（管理者＝稲葉

市長）は、二枚橋焼却場を予定より２年前倒しし市長）は、二枚橋焼却場を予定より２年前倒しし市長）は、二枚橋焼却場を予定より２年前倒しし市長）は、二枚橋焼却場を予定より２年前倒しし

て閉鎖。て閉鎖。て閉鎖。て閉鎖。→稲葉市長は「退路を断てば何とかなる」→稲葉市長は「退路を断てば何とかなる」→稲葉市長は「退路を断てば何とかなる」→稲葉市長は「退路を断てば何とかなる」

と考えていたようですが、そんな甘い話ではありと考えていたようですが、そんな甘い話ではありと考えていたようですが、そんな甘い話ではありと考えていたようですが、そんな甘い話ではあり

ませんでした。ませんでした。ませんでした。ませんでした。    

● 平成１９年４月 二枚橋焼却場の閉鎖に伴い、小

金井市は可燃ごみの全量を他自治体に委託して処

理する「広域支援」に依存することになる。→本

来、「広域支援」は、突発的な事故の場合や、今後

の処理施設建設計画が明らかになっている場合に

行われるものであり、小金井市のケースはルール

違反。 

● 平成１９年４月 市長選。稲葉氏が四選。 

● 平成１９年６月 稲葉市長が、新焼却施設建設場



所選定等市民検討委員会を設置。市長案としては

「二枚橋焼却場用地」と「蛇の目ミシン工場跡地」

を諮問。市民検討委員会は、その２箇所以外（都

立公園など）も幅広く検討する。 

● 平成２０年６月平成２０年６月平成２０年６月平成２０年６月    新焼却施設建設場所選定等市民新焼却施設建設場所選定等市民新焼却施設建設場所選定等市民新焼却施設建設場所選定等市民

検討委員会は、稲葉市長が「（府中市並びに調布市検討委員会は、稲葉市長が「（府中市並びに調布市検討委員会は、稲葉市長が「（府中市並びに調布市検討委員会は、稲葉市長が「（府中市並びに調布市

から取得できる）可能性がある」とした「二枚橋から取得できる）可能性がある」とした「二枚橋から取得できる）可能性がある」とした「二枚橋から取得できる）可能性がある」とした「二枚橋

焼却場跡地」を新ごみ処理施設用地として答申。焼却場跡地」を新ごみ処理施設用地として答申。焼却場跡地」を新ごみ処理施設用地として答申。焼却場跡地」を新ごみ処理施設用地として答申。

稲葉市長並びに議会の稲葉市長並びに議会の稲葉市長並びに議会の稲葉市長並びに議会の大多数は答申尊重を表明。大多数は答申尊重を表明。大多数は答申尊重を表明。大多数は答申尊重を表明。    

● 平成２１年３月 二枚橋衛生組合が解散（敷地は

概ね三等分され、小金井市、府中市、調布市がそ

れぞれ取得）。 

● 平成２２年３月 稲葉市長が、府中市並びに調布

市からの同意が得られないまま、「二枚橋焼却場跡

地」を新ごみ処理施設用地として行政決定。しか

し、府中市並びに調布市との用地取得交渉は遅々

として進まず。 

● 平成２２年１１月平成２２年１１月平成２２年１１月平成２２年１１月    「二枚橋焼却場跡地」の取得「二枚橋焼却場跡地」の取得「二枚橋焼却場跡地」の取得「二枚橋焼却場跡地」の取得

交渉が行き詰る中、府中自転車試験場の西側に隣交渉が行き詰る中、府中自転車試験場の西側に隣交渉が行き詰る中、府中自転車試験場の西側に隣交渉が行き詰る中、府中自転車試験場の西側に隣

接する「大和（だいわ）自動車教習所跡地」接する「大和（だいわ）自動車教習所跡地」接する「大和（だいわ）自動車教習所跡地」接する「大和（だいわ）自動車教習所跡地」の所の所の所の所

有者有者有者有者がががが、、、、売却手続に入る。売却手続に入る。売却手続に入る。売却手続に入る。同跡地は全域が小金井同跡地は全域が小金井同跡地は全域が小金井同跡地は全域が小金井

市内で、面積は「二枚橋焼却場跡地」を上回る。市内で、面積は「二枚橋焼却場跡地」を上回る。市内で、面積は「二枚橋焼却場跡地」を上回る。市内で、面積は「二枚橋焼却場跡地」を上回る。

稲葉市長は稲葉市長は稲葉市長は稲葉市長は売却手続が始まった売却手続が始まった売却手続が始まった売却手続が始まったことを市民や議会ことを市民や議会ことを市民や議会ことを市民や議会

に伏せに伏せに伏せに伏せていたが、ていたが、ていたが、ていたが、議員の指摘で議員の指摘で議員の指摘で議員の指摘で発覚する。発覚する。発覚する。発覚する。    

● 平成２２年１２月平成２２年１２月平成２２年１２月平成２２年１２月    稲葉市長は、財政難を理由の稲葉市長は、財政難を理由の稲葉市長は、財政難を理由の稲葉市長は、財政難を理由の

一つに上げ、「大和（だいわ）自動車教習所跡地」一つに上げ、「大和（だいわ）自動車教習所跡地」一つに上げ、「大和（だいわ）自動車教習所跡地」一つに上げ、「大和（だいわ）自動車教習所跡地」

を購入しない方向を示唆。結果として、同跡地は、を購入しない方向を示唆。結果として、同跡地は、を購入しない方向を示唆。結果として、同跡地は、を購入しない方向を示唆。結果として、同跡地は、

小金井市が小金井市が小金井市が小金井市が「先買い権」を行使「先買い権」を行使「先買い権」を行使「先買い権」を行使しなかったため、しなかったため、しなかったため、しなかったため、

民間に売却され民間に売却され民間に売却され民間に売却され、リハビリ病院が建設される、リハビリ病院が建設される、リハビリ病院が建設される、リハビリ病院が建設される。。。。    

● 平成２３年３月 「二枚橋焼却場跡地」を行政決

定して一年が経過するが、府中市並びに調布市と

の交渉はまったく前進せず。 

● 平成２３年４月 市長選。ごみ問題や市民交流セ

ンターの欠陥を巡る混乱で市長批判が強まり、現

職・稲葉氏が落選。新人・佐藤和雄氏が初当選。 

● 平成２３年１１月 佐藤市長が、自らのごみ問題

に関する選挙公約に起因する混乱の責任をとり任

期途中で辞職。 

● 平成２３年１２月平成２３年１２月平成２３年１２月平成２３年１２月    市長選。稲葉氏が五回目の当市長選。稲葉氏が五回目の当市長選。稲葉氏が五回目の当市長選。稲葉氏が五回目の当

選で市長職に復帰（選挙公約は「平成２４年度末選で市長職に復帰（選挙公約は「平成２４年度末選で市長職に復帰（選挙公約は「平成２４年度末選で市長職に復帰（選挙公約は「平成２４年度末

（平成２５年３月）までに、可燃ごみの処理につ（平成２５年３月）までに、可燃ごみの処理につ（平成２５年３月）までに、可燃ごみの処理につ（平成２５年３月）までに、可燃ごみの処理につ

いて、実現可能な方策を示す」）。いて、実現可能な方策を示す」）。いて、実現可能な方策を示す」）。いて、実現可能な方策を示す」）。    

● 平成２４年２月平成２４年２月平成２４年２月平成２４年２月    調布市長が、「二枚橋焼却場跡調布市長が、「二枚橋焼却場跡調布市長が、「二枚橋焼却場跡調布市長が、「二枚橋焼却場跡

地」の調布市所有分地」の調布市所有分地」の調布市所有分地」の調布市所有分にににについて、調布市独自の清掃ついて、調布市独自の清掃ついて、調布市独自の清掃ついて、調布市独自の清掃

施設の建設方針を表明。施設の建設方針を表明。施設の建設方針を表明。施設の建設方針を表明。    

● 平成２４年３月 稲葉市長が、国分寺市長に対し

て、「二枚橋焼却場跡地」での共同処理が困難にな

った旨を伝達。国分寺市長は、稲葉市長に対して、

「二枚橋焼却場跡地」以外の敷地を選定するよう

要請。 

● 平成２４年５月 稲葉市長が、「二枚橋焼却場跡

地」への建設を進めようとしたことについて「判

断が甘かった」と反省の弁。 

● 平成２４年１１月平成２４年１１月平成２４年１１月平成２４年１１月    日野市長が、同市内に可燃ご日野市長が、同市内に可燃ご日野市長が、同市内に可燃ご日野市長が、同市内に可燃ご

み処理施設を新設し、小金井市及び国分寺市と共み処理施設を新設し、小金井市及び国分寺市と共み処理施設を新設し、小金井市及び国分寺市と共み処理施設を新設し、小金井市及び国分寺市と共

同処理をする方針を打ち出同処理をする方針を打ち出同処理をする方針を打ち出同処理をする方針を打ち出すすすす。。。。現在進行形であり、現在進行形であり、現在進行形であり、現在進行形であり、

実現するかどうかについては現時点では結論が出実現するかどうかについては現時点では結論が出実現するかどうかについては現時点では結論が出実現するかどうかについては現時点では結論が出

ていない。ていない。ていない。ていない。 

● 平成２５年３月平成２５年３月平成２５年３月平成２５年３月    稲葉市長の公約達成期限稲葉市長の公約達成期限稲葉市長の公約達成期限稲葉市長の公約達成期限。。。。 

 

以上が、大まかな経過です。「ごみ危機」になった 

原因は稲葉市長にだけあるわけではありませんが、稲

葉さんが市長になって以降、対策が後手後手だったこ

と、また、ごみ問題を真剣に考えるべき時期に開発に

夢中になっていたことが分かります。 

 今後、小金井市がどのように「ごみ危機」を解決し

ていくべきか。現状では、日野市さんが進める「３市

共同処理」が実現するかどうかを慎重に見定める必要

があります。また、それとは別次元で、可燃ごみの大

幅な減量に取り組むことが急務です。 

 たとえば「生ごみ」です。本年度は家庭用生ごみ処

理機の購入費補助予算（購入費の８割を市が補助）は

３５０台分ですが、９か月経過した年末時点でも１６

３台分しか執行できていません。もし仮に予算が大幅

に余るようなことになれば、小金井市のごみ減量の真

剣度が疑われることになります。可燃ごみのかなりの

部分は「生ごみ」が占めています。しかもその大部分

は「水分」です。たとえば、民間と協議して安価な生

ごみ処理機を開発し、全世帯に無償レンタルするなど

すれば、可燃ごみは大幅に減り、ごみ処理経費は大幅

に減っていきます。そういう「攻め」の施策展開も必

要なのではないでしょうか。 

 また、「ざつがみ」に関しても、まだかなり可燃ご

みに混入しています。意識の高い世帯では完璧に分別

していますが、これをより多くの世帯に広げるには、

現状のようなＰＲではまったく不十分です。 

 「ざつがみ以外の紙類」も、分別が徹底されれば資

源になります。これはまだ未着手ですが、「攻め」の

施策展開として取り組んでみる価値があると思いま

す。 

 ピンチをチャンスに変えられるか、ピンチはピンチ

のままなのか。私は「攻め」の施策でチャンスに変え

たいと思っています。 

 
 

▼渡辺大三のプロフィール▼▼渡辺大三のプロフィール▼▼渡辺大三のプロフィール▼▼渡辺大三のプロフィール▼    

    
 

○昭和４１年、岩手県水沢市生まれ（父は農林省東北

農政局勤務）。秋田県横手市・宮城県仙台市・山形県

山形市で幼少期を過ごす。○昭和５０年（小学校３年

生の時）、小金井市貫井北町に転入。○小金井市立本

町小学校（本町）、小金井市立小金井第一中学校（桜

町）・東京都立小金井北高等学校（緑町）・中央大学法

学部政治学科を卒業。○河北新報社（本社＝仙台）で

新聞記者。編集局勤務。○地元衆議院議員の秘書。○

平成５年、小金井市議選に初当選（２６歳）。以降、

５期連続当選。○これまでに、議会では、議会運営委

員長・予算特別委員長・行財政改革調査特別委員長・

ごみ処理施設建設等調査特別委員長・議会報編集委員

長などを務める。○現在、地域では、生ごみ処理を考

える小金井市民協議会役員、貫井北町商工振興会事務

局長、中央大学学員会小金井支部幹事、東京都立小金

井北高等学校同窓会幹事長などを務める。○４６歳。 
 

 


